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図表 1　「学生による授業評価アンケート」データ概要
年度 学期 回答者数 実施科目数 平均クラスサイズ 最大クラスサイズ
2010 前期 11,658 82 330.5 1,202
2012 前期 13,205 98 236.4 345
2010 後期 8,505 75 268.5 482












































0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 （%）
前期
出席率 学習時間 静粛性 わかりやすい授業 満足度 適切な受講者数
2010 履修者数 .040** .016 -.278** .068** .058** -.352**
2012 履修者数 .022** .012 -.175** .023** .024** -.105**
** p<0.01  * p<0.05
後期
出席率 学習時間 静粛性 わかりやすい授業 満足度 適切な受講者数
2010 履修者数 .016 -.087** -.340** .033** -0.013 -.176**
2012 履修者数 .016 .013 -.082** .022* 0.016 -.123**
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〈シンポジウム〉
テーマ：「知のコラボレーション～主題別Bの魅力～」
日　時：2013年10月17日（木）18：30～20：30
池袋キャンパス　太刀川記念館多目的ホール
プログラム：
◆事例報告
　村上和夫　氏（観光学部教授）
　細井尚子　氏（異文化コミュニケーション学部教授）
　安松幹展　氏（コミュニティ福祉学部教授）
　来学
　「全カリ改革の経緯、全カリのカリキュラム運営」
・10月16日（水）神奈川大学教養科目教育部会　講演
　「立教大学教養教育の取組み：全学共通カリキュラム」
　（青木康全カリ部長）
・10月30日（水）桜美林大学リベラルアーツ学群FD研
究会　講演
「立教大学における全学共通カリキュラム導入の背景
と意義」（青木康全カリ部長）
〈学会・シンポジウム参加〉
・６月１日（土）・２日（日）
大学教育学会第35回大会参加
テーマ「転換期の大学教育」
林英明・藤野裕介・飯塚琴乃（全カリ事務室）
＊学会参加についての報告は、本誌No.34（2013年９
月発行）に掲載
・11月30日（土）・12月１日（日）
大学教育学会課題研究集会参加
テーマ「大学教育の質的転換の方向性を問う」
青木康（全カリ部長）・里村由紀・小島緑（全カリ事務室）
＊学会参加についての報告は、本号に掲載
◆コメンテーター
　佐々木一也氏
　（文学部教授）
◆司会
　小泉哲夫　氏
　（理学部教授）
　＊本シンポジウム筆録は『大学教育研究フォーラム』
第19号（2014年３月発行予定）に掲載
《学外対応》
・６月18日（火）上智大学学事局学事センター　来学
「全カリのカリキュラム運営および事務局体制、英語
カリキュラム」
・７月23日（火）松山大学　来学
　「全カリの組織運営について」
・10月４日（金）フェリス女学院本部事務局経営推進課　
2016年度カリキュラム改革に向けて
全学共通カリキュラム運営センター部長／文学部教授　青木　康
　現在本学では、2016年度からの実施をめざして学士課程統合カリキュラムの準備が全学で進められています。
このカリキュラム改革は、全カリ、特に総合のカリキュラムにとっても、重要な変革の機会になるものと考えてい
ます。全カリの総合のカリキュラムは、1997年４月の本格実施以来、2001年、2006年、2012年（当初は2010年か
らの実施を想定）とほぼ４年ごとに、カリキュラム改革を実施してきました。
　これまでの数次にわたる全カリ総合のカリキュラム改革をあらためて見直してみると、それらはいずれも、立教
大学にふさわしいリベラルアーツ教育の理想を求めて大胆に前進を試みる側面と、先行するカリキュラムを実施し
てみて、明らかになった教育上の課題に現実的に対処するという側面とを、あわせもっているように感じられます。
　たとえば、2012年度から実施された現行カリキュラムにおいては、「宗教」「人権」「大学」というテーマをかか
げる立教Ａという新しい科目グループが設定されましたが、これは、学生が立教大学で学ぶことの根本的な意味を
自ら探究しうる場を、以前よりもはっきりと見える形で設定しようとしたものです。他方、2011年度までの全カ
リでは、既存の学問領域にとらわれることなく問題にいどむという点に重きをおいた科目展開を志向してきました
が、学生が自分の専門外の学問の基本的内容を理解する科目が十分用意されてこなかったとの反省から、2012年
度カリキュラムでは、個々の学部による提供という性格を強調した領域別科目群が開設されました。特に領域別Ａ
の科目のなかにそうした科目を履修する機会を用意することも、全カリのめざす総合的な判断力の涵養には必要だ
というのが、2012年度総合カリキュラムを準備した当時の全カリ運営センター総合チームの判断であったわけです。
　2016年度の総合カリキュラムの策定作業は、今正念場を迎えています。この新カリキュラムも、前段で述べた
理念性と現実性の二面性をもつことになると思われ、その策定作業には、テクニカルなものを含め、さまざまな困
難があるでしょう。しかし、全カリは、これまでも大きな変革を数年に一度のペースで繰り返し、進化を続けてき
ました。全学の皆さんの協力を得て、全カリが2016年度カリキュラム改革で新たな進化をとげることを、この３
月で退任する全カリ部長として、心からお祈りしています。
